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１ はじめに

体育科・保健体育科における保健の学習の体系

生きる力を育む高等学校保健教育の手引（文部科学省Ｒ３.３）Ｐ．７

○ 小・中・高でどのように体系的に保健の授業が行われているか、教師が知っておくことが大切



２ 保健の授業の指導案づくりの研究・実践

○ 指導と評価の計画を作成する際のポイント

内容のまとまりごとの評価規準作成の手順

（１）「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する

（２）「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する

○「内容のまとまり」「単元」について理解する



○ 各単元の時数を把握して授業づくりを考察する。

→ 教科書の順番にとらわれず、授業の順番を変えることも視野に入れながら授業づくりを行う。

○ 単元の評価規準、指導と評価の計画性、本時の評価の整合（情報の出どころや正確性）が必要

→ 今は情報過多なので、情報活用の考え方として「収集が先か、選択が先か」よく考えること。



○ 生涯を通じる健康「労働と健康」の分野での参考例



○ 指導案作成時には、学習指導要領解説の言葉を大切にすること。





○ 「重点」のところは、授業内または授業外（学習シートでの評価等）での評価をどのように行うの

かを十分に考察し、評価するポイントを欲張りすぎないようにする工夫も必要である。

○ 学習シート作成とその工夫

評価の材料になるための発問設定と「個」も「グループ」も評価ができる工夫が必要



○ 授業を実施する上での配慮事項

生徒の状況把握、校内での共通理解、保護者との連携、個別指導等、配慮事項の検討も忘れずに。

→ 現場で適切な判断を。ただし、試行錯誤を繰り返しながら。

○ 子どもたちが学びたいと思える授業ができるかどうか。「なるほど」と言う、言える、言わせる授業

づくり

→ 授業改善のためのPDCAは必須。


